


















































を伴う ⑤話し手の性別が歴然となる ⑥極端な省略がある などである。 (1)音声的な
面では，イントネーションやプロミネンスをはじめ，音声の高低・強弱・大小などがあり，
これらは書き言葉ではとうてい表現できない要素であり，早い話し方のために起こる音声























































( 1) r手加減てことを知らないのかJ (走)
「素見に向かつて何てことをつ J (母)




























ちに「いう」を含んでいることは (1) (2) と同じであるが，意味的には上昇
調のイントネーションをもち， iというか」の反努的反問の意味になる。もし下
降調になると， (2)の伝聞の意になってしまう。























( 7) rやめてよ，兄さん。やめてユ主主J G(走)





























































これは， [nakerebaJ (なければ)の [akerJが脱落して， [nebaJ (ねば)




これらは， rておるJ rでおる」が「包るJ rどる」になったものである。即









ったのである。つまり， [(mamor) aseru] と [saseru]の [er]がなくなっ
















位置の子音，つまり， [n] [t] [d]などがくると，ナ行の母音は脱落しや
すい。




ラ行の後にナ行が来る場合，つまり， [ r ]と [n]は舌の位置が同じ歯茎で





































































































( 1 )日本音声学会編「音声学大辞典J (東京，三修社) 1976， p. 659，参照。
( 2 )ドイヅの印欧言語学者K.Brugmannの用語で，例えば， rこんにちは」が「んちは」
「ちゃー」になったりするのがアレグロ形で，これに対し， rこんにちは」はレント
形 (lento~form) という。
「現代言語学辞典J (東京，成美堂) 1988， p. 23，参照。
( 3 )連語法というのは，幾つかの単語が「ひと息」に，恰もー単語のように滑らかに発
せられて意義単位も一つになる発声法で，例えば，東京方言で， rあなたの家」が













( 8 )田中章夫「東京弁ーその成立と展開J (東京，明治書院) 1983， p. 420 
(9) (1)から (30)のうち，起こる程度を二大別してみると， (1)から(6 )まで，












① irvチャウ(てしまう) J :すごく男性にモテちゃった。
② irvじゃない (rvではない)J :可愛い声でいうじゃない。
③念を押す時の「でしょ J :電話って声だけでしょ。
④「なんかJ :そんな人なんかもてるのよ」
⑤「だったら J :男だったら三つに分けているじゃない など
田中章夫， 1983，p， 420 
(13)大石初太郎「方言と標準語J (東京，筑摩書房) 1975， p. 520 
(韓国蔚山大学)
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